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多次元スペクトル解析の適用による寄与解析
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筆者らは、これまでに多次元スペクトル解析を発展させ、入力信号同士に相関のあ

る多入力ー単出力系における寄与を明らかにする指標である MCODSを提案し、どの妥

当性を検討してきた。本稿では、寄与解析に用いるMCODSに関する概要について示し、

適用事例として、音源を固体伝搬音、床衝撃音とした場合の建築物内の室を構成する

面毎の寄与解析、船舶における寄与解析の事例を報告する。
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1.はじめに

固体伝搬音の発生状況をより詳しく調べるた

め、室を構成する面毎の放射エネルギを調べよ

うとすると室各面の信号聞に相闘がある点、ま

た、モードの影響により、室内音圧を構成する

壁面振動からの影響を明らかにする事は難しい。

この問題について、筆者らはこれまでに多次元

スペクトル解析理論1)を発展させ、相関のある多

入力ー単出力系において入力部位に対する寄与

を明らかにする指標 (Mult iple Coherent Output 
Divided Spectrum、以下 MCODSと記す)を提案

し、その妥当性について検討してきた九本報で

は、 MCODSの概要を示し、音源が固体伝搬音の場

合の適用事例、床衝撃音の場合の適用事例、筆

者が共同研究として実施した船舶への適用事例

について報告する。

2.寄与解析に用いる MCODSに関する概要

多入力一 l出力系の l例として， 6入力一l出

力系の系統図を図 lに示す。入力信号 Xiが伝達

関数Hiを通過して信号Uiとなり，外乱ノイズN
と合成されて出力信号 Yが生じる系を考える。

図2に出力信号Yの構成要素のイメージを示す。

このとき，出力信号Yを線形に表現できる程
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図 16入力一 1出力系の系統図

⑬ | ①Ich入力の固有成分

②2ch入力の固有成分

⑤:lch入力の閤有成分

⑨I、2chの共通成分中の lch成分

⑤1.2chの共通成分中の 2ch成分

⑥l.&hの共通底分中の 1ch成分

⑦l.&h由共通底分中の &h成分

@2.&hの共通成分中由2ch成分

⑨'2.&h由共通成分中由 &h底分

⑪I、2、&h由共通成分中の 1ch慮分

⑪1.2、&h由共通成分中のたh成分

⑮I、2.&hの共通成分中由:Jchll.分

⑮外乱ノイズ成分

図 2 多入力一単出力系の出力構成要素

度をコヒーレンスにより表現する。通常

Ordinary Coherent Function(OCF)を使用するが，
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